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専修大学人間科学部心理学科新設，おめでとうございます。
心理学を学ぶと決めたきっかけは，私が高校４年生（定時制）の修学旅行で訪れた高知県の古書店で
みつけた「精神分析入門（フロイト著）」です。購入し読んでみたときに…こんなに面白いものがある
のか！と強く感じ，心理学関係の大学を目指しました。しかし，当時の大学で心理学を学べるところは
少数でした。今日のように「こころの時代」と呼ばれ，心理学を必要とする時代ではなかったのです。
それでも私は，心理学を学びたく１年間浪人をし，予備校に通い受験勉強をしました。また入学金・
学費等を稼ぐために地方新聞社（東京支社）で給仕の仕事をしました。大学選択にあたり，日本大学の
臨床心理が良いという噂もありましたが，学費が高かったため（当時は日本大学が１０万円，専修大学・
中央大学は５万円ぐらい），自分で学費が払える大学を数ヶ所選択しました。そのなかで見事合格した
のが専修大学です。
入学はしましたが，アルバイトと学問の両立は難しく，５時限目の教職の講座は取れませんでした。
授業が終わると，銀座へ向かい夜の仕事（原稿取りの業務）へ向かう日々だったからです。また，卒業
後は教職単位を所得するため夜間部のある神田校舎へ２年間通学し佐藤英一郎先生から「中世の教育」
で教育の原点を学び，個人的にも親しくさせて頂きました。しかし，生活は苦しく夕食を食べられない
時期，椙山先生「児童心理学」とお会いした時に，躰のことを心配してくだきり「山盛の食事」を奢っ
てくださったことには今でも感謝しています。
そんななか念願であった心理学ですが，当時は重松先生や金城先生，河内・中谷先生方の教科書も整
備されておらず，実験心理学等の専門書は先生方が所属していた東京大学の教科書が使用されていまし
た。当時若かった私は先生方に「何故，他の大学の教科書を使うのか？大学が独自の教科書をつくるべ
きだ」と注文をつけたものです。重松先生はそんな私を「面白いことを言う奴だ」と笑って聞いていま
した。学生時代に印象に残っている講義はたくさんあります。東京大学医学部の平井先生による「精神
医学」，警視庁科学警察所麦島先生の「犯罪心理学」。大川先生の「社会心理学」，河内先生「知覚心理
学」，中谷先生「心理学統計・数量心理学」，重松先生の「性格心理学」，などバラエティ豊かな先生方
の誠我が今でも思い出されます。また，金城先生からは「自閉症児の得意能力」という卒論のテーマで
ご指導いただきました。素晴らしい講義をしてくださった先生方には今でも感謝しています。金城先生
といえば奥さまである朋子先生にも大変お世話になりました。朋子先生から卒業後に日本総合愛育研究
所（愛育研究所）を紹介されて，第６部研究室の森脇要部長（立教大学教授）から１年間指導を受けま
した。また，研究員権田俊子先生からは「遊具の研究」を手伝いながら「母親のカウンセリング」も同
時に勉強させてもらいました。権田先生から紹介されて，現在も交流がある横浜市鶴見区天王院幼稚園
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で１年間の幼児の保育（５，６歳児）を体験させてもらいました。まだ男性の幼稚園教諭が認められてい
ない時代で保育の経験をしました。
前述しましたが，卒論のテーマは「自閉症児の得意能力」です。小田急線千歳船橋駅にある「喜泉子
どもの生活研究所」や社会事業大学で石井先生が指導している自閉症児の通園施設「めばえ教室」や
「のびろ教室」で２年間研究させていただきました。今では完全に否定されていますが，当時は自閉症
児の原因が「スキンシップ不足」ではないかと言われていた時代でした。
また，当時の自閉症児の療育で鮮明に覚えているのは，ある大学病院を見学した時のことです。そこ
で行われていたのは，大きな丸や三角・四角形を手に持ち，型にはめ込むという今でもよく見られる訓
練でした。しかし，そこでは強制的に児童の顔や手を強く叩き，型にはめ込ませられるようにするとい
った療育でした。当時はこのような療育指導がよく行われていました。今では叩くという「罰」ではな
く，偶然でもできた時に「褒める」という考え方が当たり前になり，当時を知る者としては良い時代に
なったと思います。
大学時代のもう一つの思い出は同期の仲間や後輩平松君や船越君と専修大学心理学会を立ち上げたこ
とです。仲間の一人には藤岡君（現：専修大学教授）もいて，練馬の少年鑑別所を見学に行ったりしま
した。特に，心理判定所見に資するバウムテストが性格・知能面の判定に役立てることができることを
教えられたのはその後の，職務に大いに役立ちました。以降，４０年近くバウムテストを使用していま
す。
卒業後の進路ですが，「人間を育てる教員も心理学を活かせるのではないか？」と思い選択肢に入れ
ました。横浜市教育委員会講師（名称は職業指導員）として採用されました。職場は横浜市立根岸中学
校の一角にあった「横浜市根岸職業実習センター」（現在は横浜市立日野養護学校高等部）です。業務
内容は市内の特殊学級を卒業して，進学や就職のできない生徒を預かって指導・訓練しながら次の所へ
ステップする支援が主でした。生徒は中～軽度の知的障害児・ダウン症候群・クレチン病の疾患を持っ
た生徒でした。横浜市根岸職業実習センターに３日通い，残りの３日は幼稚園で保育士の仕事をしてい
ました。学生時代から現在に至るまで心理学関係の仕事をしていますが，大学時代に学んだことは基礎
として私の臨床の中で活かされています。同期生には専修大学図書館に長く勤めていた小島繁行君がい
ましたので，卒業後も大学の情報は入ってきました。文学部人文学科心理学コースが心理学科と組織改
編され，そして大学院ができたことなど，心理を目指す学生にとってよりよい環境が整ってきているこ
とを嬉しく思っていました。
そして今回の人間科学部心理学科のお披露目会で研究室や，カウンセリングルーム，箱庭療法室等設
備が充実された施設を拝見しました。私が在籍した頃は実践的な臨床心理学は大学では学べないと思っ
ていましたが，今ではより多くの臨床経験を積むことができるなと思い，時代が変わったと強く感じた
ものです。最新の設備を備え，これから新しい１ページが開き，飛躍の年になると確信いたしました。
大学の先生方及び関係職員の方，卒業生の皆様本当にご苦労様でした。そしてこれから心理学を学ぶ後
輩諸君。大学で一生懸命学ぶことが第一ですが，同時に講義では学べない社会経験をたくさん積んで，
豊かな人間になってください。いろいろな経験を積み，引き出しの多い人間になること。それが臨床の
現場で活躍する心理士になる第一歩です。今後の専修大学人間科学部心理学科益々の発展を祈念し，お
祝いの言葉とします。
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